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英語・米語のことわざと日本の俚諺との比較について

北 嶋 藤鄕

は じ め に

古 代 U ) ll',f 辞 ′狛 ま ､ n !..i-i号 を 釈 し て ､ †~作 H-なき格.i~な りJ(i:1Sこ11,inLL,

w it h ()u t L111こl u t ll ()r ) と い --) た ｡ 請 は 人 類0)知恵U)結l■-lI-で嘉E)､上朗如)

文 化 U ) 濃 縮 さ れ た も の と も い え る (､ 無 い 文章U)lllに鮎 机̀ 1内容が詰め込

ま れ て い る . 長 い 歳 I J を 経 て ､ 多 く の 人 与 の頭脳によって磨かれた巧みな

1 ､溝 l は ､ 最 も 知 日 卜 丈 芸 作 品 で も あ る ､､ そ の L卜には､人間の諸117iJJ一端､ある

い は † 情 ･':n 'J 考 察 ま で も が 入 っ て い る L, ギ T) シャのiL情;:普.アリストテレス

は ､ 紀 元 前 3 0 0 年 fL に す で に ､ 諺 を ｢ T '-軽 にして､受用し易きために､滅

亡 の 悲 運 を 免 j l L 古 裾 瀧 の 断 f-LT-な り ｣ と 定 義したL,

H 本 人 は ､ 総 じ て あ ま り .訂 潮 i に た け た 川 艮 ではなく､多弁を戒め､沈黙

を 最 大 限 に 評 価 す る ｡ そ の 文 化 は ､ ｢沈 黙 は 金一｣(SilL111CL,isgL)1(~lL-Il.)杏

評 価 し ､ 沈 黙 は .-iL 葉 以 卜 に 多 く を 語 る と 考 えてt-1るLl西洋人U)｢凋ii..弁は

釦 _｣ (S I)(､(､e h is s ilヽで r .) を よ し と す る 文 化 と対陣川'Jな考えjjであるLl(｢多

言 は 釦 な り ､ 沈 黙 は 余 な t) J a ) 美 際 の ,iLi! U ) 起 こりは､lt川柏己中頃U)ドイ

ツ と さ れ て い る L,)

t I 本 人 は 証 す 時 ､ と り わ け も の を 古 く と き ､ 簡潔な 文章を好むtl教訓を

合 ん だ 警 川 風 な も U -) で あ れ ば ､ あ る は ど よ し と さ11るL,それゆえに､請や

俳 i･) が 好 ま れ る U ) で あ る ｡

愚 晋 は ､ LI U -) 思 想 o ) 矧 叫 さ を 隠 蔽 す る た め に ､各種各様な言葉をJ-I:=ぶし)

真 Gr) 叡 裾 ま ､ 古 く か ら 信 え ら れ た 少 な い . ; 葉 (諺)の中にこそr,山tJぼ れる

a _) で あ る ｡

し か し 詔 を 理 解 す る こ と は ､ た い へ ん 難 し い L, 一般的に､桐/,/0)諺の起

源 を 求 め る こ と も 難 し い L, 難 し い と い う よ り は ､ 特殊すぎるといったらよ

い の か ､ は っ き り と し な い け れ ど ､ と に か く 厄 介であるL,この厄介を乗り

越 え る た め に は ､ 筆 舌 の 観 る と こ ろ で は ､ 諺 を ｢i寸能な限り暦L畑杓な流

れ ｣ の な か に 閏 い て 押 解 す る こ と で あ る . そ れ ぞ れの請の表現や 主張が暦

lD '畑 こ 秩 序 づ け ら れ て ､ J1-:る べ き 位 闘 こ お か れ る と､なるほどと理解しや

す い L, 諺 が 如 何 な る 時 期 に ､ 証 に よ っ て 作 ら れ たかを知ることは､観賞

Jit 判 す る 卜 に Ir･.:要 な 発 言 権 を も つ の で ､ わ 才1わ れ は､常に "歴史U)Ill.ll.杏
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忘才lてはならない｡とはいえ､諺はしばしば代衆の知恵として､H',i;･','1:.

清U)教訓､経験押､価†lLJtl':u断からE'l然発′Hf'JIこ′卜まれることも少なくな

かった0)であるL,人･与の観察や経験によって確かめられた､.Liミ告や警告を

Ij･える､如くてぴりっとしたスパイスがきいた言葉である｡17Lll二紀の某

図 ･/:･J . ∴ '､･･＼∫p-,L帆 . 一tト ー∴: I:い■:I.I. ..!-
TIJ1ノ【ITi

SPnSぐ (意義)､Sこllt(郎昧)a):.打 (:ミS)をその要素とすとLl人の･L､を∴-】Ji
刺激して､長くその.i一己憶にとどめるためには､純潔にして細味があること

を要するL,例えは 川J心は鉄嘩rj(For(､wl:lrn(?tl.f(.)r(､こIrm(､(~1.)という某

.iJliO)ことわざは､頭領を川いて機知をJtf:=した跡もあるが､きわめて簡潔で

あるO

請の′I･..い立ちに関して､紀I高摘＼ら人目に胎乾された金言(aI)horism)

J､ 1').I_!･-■∴､:･･一､.､.:.3:-･●･h ド . I.･..､.ト ; ･ .

!∴､:､･､r･こ V･!.!→.了 . ･'､一∴ :｣工 .-:,:･L∴轟 ､::.1.i.亘摘 ､

やすく 経験は過ち多く 決断は困難であるO｣(-●vITA BREVISARS

i,ONGA O(ーeASIO PRAEeEDS EXPERIENTlll FALL_JAX

Jut二)JCltTM I)IFFICH_JFJ:I)があるL,現rtIでもL矢学部の卒業Jtなどで､

｢ヒポクラテスの誓い｣が朗読されているという.

H本にも類似のことわざに､｢少隼&･い坊<,羊城i)難し｣(Arl~islong.

lif(､issh()rt.)がある1,.､卜.iLLlU)ヒポクラテスU)..;,一葉から判断すれば､.,:trt

たほうが/亡0)意味に追いのであるo

また ‡~~学l,HlHこt･-.道なし._JL(Th(汁(､isll.(_)r(_)yi'llro;:1(_iI(11(､こ.lrllil捕.)とい

う請がある(.,紀Jt前:300隼頃のギりシャU)数学井で､｢幾Tl･1学U)父｣と呼

学を教えていたとき､T~幾伸羊を′芋ぶに捷律はないか..Lとu掴＼れた0)に対

して､r幾f･情fIに 卜道なし｣(ThL､r(IiStl()roy,こIlroil(1togP川11(-､Irさ,.)ど

答えた0)が起源であるとされているが､0)ちに ｢幾†[･JJ芋J(ど(､(llllt､trさ･Y')よ

りも ･椴的な ｢学r粧 (1(?こ汀llillg)に変わったのである｡

英語の諺は､イギりス本 卜に′I･'.え抜きのものもあれば､ヨーロツハ根本

から移されたものもあるL,古代ギりシャやローマU)時代に由来する請も

あれば､聖書や文人､詩人の残したFJ旬 ･翁言もあるL,とりわけ聖膏､

チョ-サーやシェイクスピアが､鮎語の諺の発展におおきな貢献をしてき

たL,簡潔な言葉のうちにも人情の機微にふれ､人′t:_の真理をうがつ失語の

.掛ま､某国国代の脊津tl)a)結lF-～-であると断言してよいであろうL,

米国ペンシルベニア州の創建音であるウイリアム ･ベン (WilliI1m



121

Pellll)は､

一一Thewisd()Il一L)fn{･,lti()nsliesintheirpro†,erbs.Collectand

learnthem. The),Sこ1ヽyetim(1こ111(~lsl_)(十<･1king.こIn(itlPOnOCCaSion

･1..･.i.･l･;.-上皇;･･･､i:1･11; トーII･､･･ ‥ ≡･工_･･..∴､･ゝ,･･●!､.:I;.

るO.諺を集めて学ぶがよいO.掛ま時吊はIZ数U)節約ともなり､ときには､

もっとも安全確実な答えとなることもある)

と述べているが､これはけだし空言といえよう｡,

溝の発牛dlLj,;i:乙ト1-i:義について
森洋(･苦『プりユーゲJL諺の世相-民衆文化を語る･----』は､G7O出こも

及ぶ人労作であるOその中の ｢諺の構匝l｣から弓=7持 せていただくと､

r.諺はラテン語でproヽ･prl)iumというが､その本来の意味はl)rOVert)O

esse(言葉の代わりにあること)である｣と述べられているo

rl諺は､ L人がいい出し､ 二人でうなずき､千人が性い､Jj人がなるほ

ど､と受け甘上って､長い年目､多くの人 の々問に生きてきた教え､戒め､

あてこすりをふくんだ､無い文i･Jである｣といわ才1ているOこれを定義と

いえば堅苦し1-1感もあるが､要を得て簡にその意を表現しているO

鈴木栄二編 『続 故-jに とわざ辞[)LL』によれば､請の語源については､ニ⊥ い=Al
人体 二通りの説がある､としているL,その -つは､言の技､すなわち物を

いう技術であるところから､コトワザといったとする説である｡いま ･

･∴､ド;''.き､ぎ､吉.半…l.(/‥:一･J‥ ;. -･一･ :L､･ .巨し一日'l･:ト‥一

意味にせず､信仰的な精神ll1TLから解こうとしているLlすなわち､r=とは
こた わぎうたわぎわむゝわぎを蜜
言､わざは童謡･禍･俳優などのわざと同じくて､今のltl二にも､神文は人

の霊などの黒るを､物のわざという､是なiLJと.献rlている｡また ｢人

のIIを仮りて､神を歌わせたものを､ワザウタといい､言わせ給うを､コ

トr7ザというなCp)Oかかればコトワザは､本は神の心にて､JfI二の人に言わ

せて､.I,:き凶き'JJ;を醸し給うをいいLが､転りてはただ何となく111_-a)中に
激まね
遍く言いならわしたる言をも言うなりO｣(『t-1】̀-1信己信』】3巷)と述べてい

る〔パIL.)7-Ll!i･ltの最l.::;a)【軒文学宵が､ことわざのスビりチュアルの側Irlは 打

破したのは､きわめて慧批lである､といわざるをえないO

また折口信_畑ま､｢信承文熱論｣(『折rl信夫全集』17匹､1956)の中

で､"ことわざU)"定義について､｢わざ｣とは神様が伝えた言葉であり､

神事を行うときの唱え.i-■頼)･部'JJを起源とする ｢言い憤わし｣であったと

するLlそれには､-●こういふことをしなければならぬ1.､或いは ‥こういふ

ことをしてはならぬ-1という 1.柿のほかに､もうひとつ ''何の課だか訣ら
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∴こ!一一盲 ･,､.･ ∴ ･二 ･t ･.h;■ ･- .･!:ぎ ;-!

U)もU)があった､と説いたe

藤IILL乙リjO)古典的rT普 『請の研究』では､ 卜.i-LlU)本居'立艮U)誹を踏まえ

たうえで､｢こは神道学君として圭､l_'lU)兄姉な41ども､r7ザU)意を神意に
ド)･ I∴卜_さ

･. ∫..ト､､･､.,;I.::I:二,J十 ; 一 ; ･ ∴ ･.-∴ 十 ･

て､1'1'ゲサというfll･1_a)薫と揖D｣と舶しているい･目上であるし1

御本光治編苦 『類別ことわざ辞岨】の紺.iで ､..i=拙ま､-●ことわざ一に

深い愛情をもちながら､諺とは何かというF,'り題捉起を鋭く.融 1ている｡

くらしのl=こ､薄み透り､こびりついて､いつでも､どこでも､あた

りかまわず､お/tこいの誹の中に､ひょいと飛び.Lt'Jして来て､潤い､あ

や､穴うめ､a)つとめをtltL､なるほど､そうだ､うまい､も一つとも

だ､と感嘆､合!∴上 県感をさせる)Jをも-つているL,

ここに､ことわざの渋み､こく､滋味がひそみ､それが､持ち味とし

て考えられるU)ではなかろうかil

＼こ

教え,戒め､それだけがことわざの生まれた本門的なものでなくて､

封建社会において､圧へつけられたIj.liL亡U)､うっぷんU)はけ場としてU)

もU)が､多'JIに惑L:られるもU)が多くあるLl

そこに､あてこすりが牛き､r･人がいいだし_jたねらいがあるとJLLJl

j.)れるこ.

ぼそっと語られたも0)､ぽつんと吐き.LI'.されたJ.L湧ミ､巻くU)代感を得

て､今に城り､′I:_きて来たもU)(こちがいないし･､

-:.,;I_'･::Jji:I:i.:-'･1,i:,よひ借 晶 ,-i'')い 'L. r:･r:.
かなりl吊1文献の中に､熊fい､妄1､調;編 『†里諦離LJIiLよ･(鋸廷骨､1t)10)が

あるL,

この齢典U)校槻JH･は､かU)lJLrlな作家 ･､日IJ露伴であるL,その序 丈に

は､次のようにあるL,

｢賢人とは賢きIJ多くLTLHからぬII少き人なりL,

愚人とぼ賢きII少くして賢からぬH多き人なりL,

トL人とは賢くもあらず賢からぬにもあらざるH多くして､時に或は冒

く､時に或は賢からぬことある人なりこ､

賢人も′iiHま愚人持しくはトL人たるIlあi)i,

愚人凡人も紬 ま賢人たる時あり｡

IJLiL1人ル入代の賞■賢人たる時に於てたまたま道破LLHl･.'l'.せる
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諦とし ､ ~. …､..･･.､

熊代接太郎は､言刊購..;JlllTj0)lIlu)r'flI!.lJi-i!とは(･.Jぞや｣で､｢~~(†t柚至とは日払

く世問に行わるる､合晶ある板詩なり｣と断.‖ノている､.､これを弘通､合

晶､簡潔､詩趣0)･川iに分けて論L:ている (lll卜は要点をま とめて記述す

ら)i,

I.弘通:通俗に川ゐらるること､これ詔U)i･-.要素なり､, 我相済をまた

ltl二誹と呼ぶLl_

2.合晶:請には(..L等かcT)合晶なかるべからず､.或は llr二態人情U)微を穿

ち､或は訓諭教戒の息を出せざるべか ら ず L, (叫へは ｢日こ

漉｣と云えは､諺としては､[ーをしむべ き こ となれど､イ(JllIt

はtI1.-の常なり.｣などU-)乱毒'.-をも存する な る へ し｡

3.簡潔:次に簡潔も亦.諺に必要なる特 r̂t';a.)-､･な りL, 多 くの請は冗漫な

ること極めて脚し｡これ､弘通 [･.l'TiY餌 )必 要 よi=11でたるも

のならんL,

世俗0)賞胃を償せざるを以って､やがて諦たる貸格を失うべ

しこ｢

また熊代茂.上､調;は､｢請の形式｣として､ 卜.i-己の11項を挙げているL,(杏

1.I.liIIE愉:糾手刷ま糾へる縄U)如し(,

2..馴蓑:替食ふ緑も好/lJL,

こi.封比:=舎U)望l.'tJljくU-)ひるね(1

･t.擬人:･､Jー0)轟にもIll_'JjiU)魂L,

i-).与頂領:ほとけほっとけ､神かまふなo

G.脚領:弱i)日に黒りLTL,

7.律詔 :吾は急げ (5)i,泣L仙こ蝉 (7)i,心0)鬼が身をせめる (7--

の調べをなせりL,)

8.漸層法 :卜で神量1･ltで才J′･Lr過ぐればただの人L,

9.艮f机IJ長旧法 :jA.J＼よれば文殊の't;-I.1慧L1

10.誇張法 :=I愛 (･は棒で育てろ｡

ll.警句法 :卜さるものなら夏でも小袖｡

参考までに､tI本のことわざの類語とその定義を 『l_Ⅰ本tlil.:i'tTf大辞典』に

よって記しておこうe

ことわざ (諺):汗からIt川削こJムく.昌1ならわされてきたことばで､
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こ[/しご
教訓や風刺などを含んだ短句O諺.批

椿 .Ail:簡潔に人′柚)真理や機微を述べ､処ttI:の.訓戒となるような言葉｡

多くはlLTJ･のIf.L.!.J＼､偉人､学H･などがii~い域したもU)(〕金言L,

金 言:処1日二へ0)いましめや教えとしてT･本とすべき言葉｡模範とすべ

きl叶淳をもった言葉｡YIi.JL,柿.i~O企旬o

fLlt.諺:比問に言い信えられてきたことわざOJ;こf1〔
俗 諺:†往日日のことわざoflI!.濃O

『断 英和大辞典』苅封板(研究社)の ｢宵庸解.紘.jには､"ことわざ●の類

を 示 す某単語がよくまとま-)ているので転職させていただく (lLl.し付随す

る 例 文は略す)L,

Sこlさ,illg :習恵･真J畑こついてのjJ強い簡潔な言いならわしo

sLIW :反復使川されて陳腐になったLtい素朴なSこ11,ing(まれな語)Ll

maxil~11 :経験によって得た､fl'-為の標fll=;として役立つ ･般原則を

表わしたsaying｡格言L,

adage :長い間 凋講の人別こ受け入れられてきたsayillg.ttT'R,

Proヽでrl_) :美際的な勘嘉を来した素朴で艮†本的なsayillg(一般的な語)o

mott(:) :人′卜0)指導掠理､または行動の理想として受け入れられ

るmこlXilllo

こ11)horislll:･般真11l!(Fl,r川り)をii･†本化した簡潔なSこ1yingLl

el)短rこIm :簡潔で機知に嵩んだ辛らつな陳述で､J'ljk少な対照によ一一.)

て効梁をあげるもU)L,

･ .. ＼ ･∫)::･. ･ ''･.1､,I.･･'JL ;iHl.1' I,･ ､

関する甲語を拾-)てみよう (r)itllyというriililfU)息l射ま､rl髄o)(よう

∴､ 'I,､･ '･ '･!/･I .:= ∴ Ll.'....∴∴､′i'･.I.:.･ ･

. . :､ ､ ..●･ -:I､､‥′･i:･1､一'-､.≡.Il: LL.

r7-ドである)a

sこ11,inLLr :こISh(_)r1.両thr.eon.1110nlylHIOWneXl)rtナSSi(.)1~l

＼ヽ･hiLlllど(?ll(ゝrこtllyL)fft､rsこl(lヽ,iLでOrWistl()111..

Sこ1W :ここII)rOヽ 'erl)ormとIXilll.

maxim :こIShort.pithyslこ11(,mellteXl)rt,SSingこIgL'n(_'rこ11

truthorruleofconduct.

adage :;lli)rOヽでrllOrShortstatelllent(チXpreSSi11gag(､nerこ11

1､rtlけ1.

l_)rO＼でrb :ashort.well-kllOヽ＼･TllPil~llySayillg.StこIlillg;i

g(ざnerこlltruthorpi(､C(Iofa(ll,ic(㌔
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111し)ttO :ilShorts(､Ilt(ナ1ヽet?OrPhr壬1SeChosenこ1S(､Ilei-ll)Sulating

t~11(～llri(､fs(_)ri(1(1こ11sofanill(-1ivi(-1uI-ll.fこImily.or

illSt~iltlti()Il.

こIl.)h()rislll:こ1I)ilhyol)serヽ,ヱItionwhich(･onlnillSこlgL,nerこll

t~rLlth.

PpigrこIm :こIpithyド;lyingorr(､111こIrk(ナXI)r(ナSSil1g,こ1nitlt1こIillこl

eleヽでrこInLiこ1111uSit哨W(1y.･こIShortpt~)em.(?sptナeiこIlly

こISこ1.tiricalone,With;iWittyorillgHliousen(ling.

次に某L諌にとわざ表現のしな特徴と例文

･Allitt､ration(頭領)CIlrekilledtphecこIt.(心配は身の毒O)

∴二..･･は･.:I(:.lj･-∴ ＼!.･.≡::-:-;･､=-.t.いr:tトロ･.I.い ･･ロー∴三､.I

あiI.).成敗は神にありo)

･さくりJ･･.il::･:､玩(㌔ ∫Hi､∴､･､㍉-日､:.Lll.ト∴.弓_;/:;I/tJ,7巨i上 告∴･､

まで憎いe)

･Antithesis(対照法)A:Iuchcry.littlewool.(人ltJn.島勅鼠･--1JL-.O)

IParadox(逆説)Noneヽ＼,sisgoodlleWS.(.1!t.Ii.'勘こ便りなLo)

IIIypert)()le(誇張法)Tool一1こ1nyCooksspoiltheI)rolh.(船頭多

くして船IIlへ卜るL,)

諺の賞味 ･熊i.)曙の反両性と冬軒廿について
諺は時代につれて変遷する(.,｢諺はI暮I二につれ､ltl二は諺につれ｣といえる11

･LILト ーl:∴ 1＼:I-:lL＼ト･き;い!･.11こ･}･ ･lL..い､ ＼.

tuml)lillgSt(.)lュeneヽでr即th(､rsfog.fog-Scot.m()ss)

(1)イギリスは､定tyi刊二会であるので､安定性 (st.こ11_)ility)を汎ミミL,

この,清は､転々と商売変えや転居を経を.)返すものは､余も溜まらないし､

I.TJ事も成就できない､というたとえとしてとらえられているLl(2)アメ

リカは､移動社会であるので､流動性 (11･101)ilit-y)を尊ぶ,転職や転たt:･

など､いつも積極的に行動している1引ま､苔むすような沈滞することも

なく､清新でいられるというたとえとしてとらえられているO｢使っていくわ
る鍬は光る｣という諺もアメリカ式である (-ArollillgStOIュegatllerS

nOI110SSI)LltpicksLIPalligllpOlisll.)0

現代のLl本では､どのようにこの諺を解釈してきたかL,戦前の卜1本は､

jl_5村里の社会であったから､長期まt:地にも家にもしぼりつけられてい

たO娘たちは近隣に嫁ぎ､1二地を離れることのできた次tjl坊や二ljll方でも
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終勅書出目制という安定性を好んだL,あちらこちらへコロコロと転職するよ

うな抑ま､川じ所に居られなくなった流れ井であi･)､社会はそういう的狼

H.を信川しなかったし､ところが･t帖を､L卜本HL.会が大きく′封じするととも

に､lル･〔な(.+.1定観念が崩れてきたcj)であるL･.県卜持)人/Jが統一つて都会をII

指し､人IJU)流動は激しいし｣:ull･IU)Ll本では､隼配抑ま1'ギリス流に､隼

齢が肯くなるにつれて､アズりカ流U)考えJjが州えているU)ではなかろう

かこ､

京都U)苦､t;:ヤ)法然､上 また道頓軸拍)汰..l'i-:､目的上U)水かけ不動丹U)よう

に､苦むすことを尊ぶ',(い虫=ま､Il本古来U)風習U)なかにあった､lわが伸歌
.･･i:

は､Ftll'今flI歌脹』の1日二ある､｢我がf‖まT一代に八T･(ににさざれ†J'U-)巌と

なりて苦o)むすまで｣を卜敷きにしたもU)である｡細かい()-カミやがて巌と

なって､そこに苦が牛えるまでという､悠久のII､川Jの流れを感じる和歌で

ある｡

古来H本人は､苦を美しいと思う感党を発達させてきたL,美しい苦

は､湿度の高いところでないとfJILたないL,イギリスでも庭園を造って苔

を植え､人L))(二fJ'-てているのをI,lかけるLlイギりスの権威ある辞否にも､

111OSS(苦)とは､余のことなり､と.Ill.ているほどで､職業や住居を転与

とかえるような人は令が溜まらない､というU)が最初の解釈であl)､比噛

L軸二は恋愛についても回しこことがいえるLlところがアメりカ人は､これを

誤解して､卜動いてい.11ば苦がつかず耕,(.:I:f･:である責と真逆の意味にと--)て

しま-つたU)であるtl号持)つかないこと｣を逆にいい意I舶二と一･)て､転職

などをI'';''王的に考える解釈をしたU)であるL.たしかにア入りカU-)L叫部U)1こ

亡地帯U)荒野 (hIltllこ川(1ド)などには､苦はfJ'ちにくいだろうし､似合わ

ない､.､むしろ陰湿で不ti/,･発な連想寸引半うU)かもしれないし､

｢ことわざU)解釈は､ひとりひとりU_)考えノバ〕仙fI桐狛こよ-)て決定され

るL,llごろは‖宜しないもU)U)uJj､感じjjをあぶり.Lllして見せてくれ

る⊥_,そう考えると､I.:_虫色U)ことわざは､ときとしてローJLシャ､ソハ･テ

スト0)ようになる｣と外1帽鉦ヒtl-一代は､『ことわざの論理』0)中で述べて

いるL,このふ封ま､洩語的な言い回LなU)で､申It沌ミ来のもU)のようである

が､美は出典は､W.I_Jこ111g1Ilrl(1a)用箋左ビアズの夢』(∫)1'(,rL>11'1(州,man.

1362)であるLl

･一:}'I.:.一･'撃.､∫..一 ':十､∴･._.1:ii･､-.li-I .l､･･.

I)onL,.)L,
たとへづくし ある

ill.川時代に編まれた､『誓II釦ミミ』沌さ葉軒束)I--編)には､｢狗も･l封j-･けば棒あ
に遇う.≦とあるL,
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を持つ珍しいことわざの ･つであるL,(l)､冒i鋸妃日日Jかをやっていれば以

外な辛運に出会うこと,,｣藤什乙IJ摘ni『諺語木酢典』では､Th(､serこ~ll)illLT

llLllヽヽ,illtLTL,iSOmethillLr.tllL､し､rouL.hillLqht_､n110thiIILH,∴＼flrinfiT

croヽ＼,(･lhヽ-こ11,SC(ltChぐSSt_)111し､thing.-I)utL､Il.とあるL,(2)災難湖 ｢何

か行動すると災難に遭遇すること∴ 現代では､もともと災難であったも

a)が辛運に転じたという比解が多いOところが最近では､(:i)†T-fl-j■封ずれ

ばなんとかに､l'Jたるという言いrL-･ILと恒J義U)も0)で､辛･不､日ま問題では

なく､rT=だFiiに対象となるものに遭遇するLJ の意のTrJ法もある 描;,I.波こ

とわざ辞典』参照)Ll

熊fl汗を太郎編 『†l帖摘紺!.』では､｢Lji二を為すもの禍にあふことありとの

..､ /J･;､｣'･･十㌧l.:I.:藩 .1了 豆 :- .･'/了‥_'卜 .:.'!続 ､‥

るこL

また他の諺に､｢~卜｢な鉄砲数寸丁ちや､IIJたる｣やl叫汀には､‥Iieヽヽ-ll()

あた も盲えど じんかん せいぎん
て､｢llrらずと紺も遠からず｣か,.1また､｢入関坐る処に吉l=あり｣もある
じんかん せいざん
(人問-1ll二のLf)､吉日1-･汁を理める所)i,

胃請かi=)きたことわさLl''.:;いて

雨.蔓封ま教訓を目的とした煩い物語で､おもに擬人化された動物が活躍す

るO古代ギリシャに源流があるが､イソップが道徳的､風刺的 i･-.題をもつ

物語として確立したLl近tH;には､ラ･7寸ンテ-了が信続的 L'.題に詩と留

(;ustilヽ･(､I)oreの兄暮JJiな挿絵が32O柁ついた､･179貢の豪L撃,-;本であるL,そ

.JH∴ !:I.I-､ト＼こ･ト ､E:･.1.‥ :一･!:I_J日工 一ミ_･ ミ …･.･

卜線は八m=.芹)O

:～eertaillht】11tLrryドon.of(;as°()nI_)rL,e(i

(OrNorlllこ111-I)utthedirferL､11し.eisslllこ111).

r)iseoヽでre〔1.1()okillgI-errril)(､il一(i(､(､(i.

Some(:.l･Ill)(､Sthこ1thullLLTul)OnこInOrChar(11＼＼丁(･11 1 .

Striヽ,illHTt~OLllIlnll)()ru11汁n(iseizethei)TでT.

tlef(.)=1(itllefruil~ヽヽ一三1Sn()I＼ヽ-ithillhisi_)(川,し､ r :

"1㌔'ell.＼＼･し､11..thellltlt･ltlrt?(1.;1ShPWalke(~1こl＼＼･こけ.
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-､lト 11::tしく1'＼.I:il -.H i･､-･･‥･ .:r･t--i∵̀

'1'11(ナFoxdid ＼ヽ,iselytt)こIeCPpthislot:

J‥＼/小 ･ ;.:. I..LL<.:;L＼!t.}:･:･- ､､卜!!l･･i工 ･､- .～,晶････∴･'f,

を引川すると､卜Li一己のように結んであるL,

い＼＼ミ･-1.､J∴.･･.I- ･.:･･.‥-､･､:‥＼∴l;-5.こ;.I-:.:-./･･.∴p･､'

Ir1'.u:､IlL<rl()(I(.LqPl'LqPll-hllりて)LJC(f7nn(,)Ig(､J.

｢1--が届けば食べたはずなのに､T･･がIlt~捕＼ないのでぶどうにけちをつけ

∴二5{-.～.:.: ･'･/I.L･..上-田.十･:iI/. .JILL..Iト̀ い;､∴ ::!'卜.:∴ ∴･.

･もうはまだなり､まだはもうなり (Depen(1ul)()nyOtlrSelfEllolle.)a

この諺は､株J.･(尤tuiの諺であり､人間の心ftl!.をよく衝いているO『ラ･

･'工 71 1く‥..･十 ､･;:■､.■二･･･亨::ミ･:､LIT:･1日.I.::illtltllい ＼＼盲I1-

t~11e()wllerOfこ1Fi(､l(l''の.;-lT.･o)JliF壬削こよく似ているOある麦畑に巣を掛
こ.＼;･f.A)

けている雲'#摘ま(･は､近く麦刈人が畑に入るのが気がかりであるO ｢も う

そろそろ巣立ってもよい0)ではないのかいJと雛鳥たちは落省か な い O 付

巨ノ･‥/小言 Ll ∴ ～-､Iih i- ::･ミ･‥-日､.it.1こ･･ 1:.I.1!､言 t上 さ

だしているOつまり､しっかi=十分のIlで周囲の状況をfi'lf:か め て か ら 判 断

せよ､ということを語っている｡

･frl(すて勝つ (SIowこ1n(isteこtdywil一th.er(I:lee.)i,

『ラ･フォンテ一献.･jI,'.i-.T.･脹』や 『イソ､ソブ出誹渠 』 で は ､ ‥T h(､ lI;Ire

｢餌†るが勝ち.｣という結論を導き出している L, 急 ぐ と き に 急 い で は な ら

ないOむしろゆっくり構えたほうがよいL, 蛇 足 に な る が ､ 兎 と 亀 o)競 竹

には､審判が必要であり,孤 (f()Ⅹ)がコ ー ス と ゴ - ル を 決 定 し ､ 潜 ､川 を

つとめる｡番判は風のように走る剰こ伴 走 で き る だ け の 能 JJが な く て は な

らないOレースU)途中でうたたねをし た 兎 が ､ 飛 び 起 き て ､ ね ぼ け ま な こ

でt-:-==11標とは反対Jjfl'l=二でも逆走した り す れ ば ､ な ま じ u が III･し1だ け に 厄 介

で､審半りもそのあとを追わなけ紺 まな ら な い L, ご く 足 の Ill-い 兎 と ､ ご く 足

の遅い亀が競走する時､投網な 狐 を 審 l':uと し て ､ ユ - モ ラ ス で ､ ず っ こ け

たtI:掛けがあって､このおと ぎ 証 o)お も し ろ さ を 支 え て い る L,

･悠/lJとして急げ (Festinと11(1111(､)Ll

は､オーガスタス･シ ー ザ ー の 言 葉 と して ､ は な は だ 11-rTで あ るO ｢ゆ っ
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:･,･.∴ ≡ ･＼!･15､:_･トl.･l-､､＼.IJ).:'･リ､∴∴･二; ‥ll･:一･.jl･‥ ､､､.＼'~

II-.いにぶつかり合う､ ･比4･JrIす る.;葉を結びつけて､ -Llu-0)真理を伝え
どうち単く

る0)を修辞学では撞差1･Jrl-(オキシモロン)というLl撞石1'･爪には､辻ほ

が合わない所があり､論理U)飛糊三があl)で､こ0_)語法はかなり納落たも

a)であるL,しかし言外の言葉を理解す才=ま､なんとも言えない詔漉l味があ
I/_ーL,､･､~t∴ .;㌔JL

る｡また江川IMt()こ明6叶)に発川された 『鱒喰尽』には､｢急ぎの文章

は静かに出 す｣が盛られているt,わがI3恥.̀ri他の控.Ji;にも 『悠/,)として急

げ』がある_i,

吏文字に現われた ことわざについて

･簡潔は智恵の真髄 (Brevityisth(JSoulofWit.)O

文学作品が長い'1--.命を持つためには､いくつかの条件が必要なわけであ

るが､シェイクスピアの場合､その条件のなかには､コ-JL,リッジがシェ

イクスピアを形容した有省な言葉である ''111yrin(i-11･linded●.(万魂)も当

然入っているであろうO"myria(ト111illdedShこtkespe;ire-'は､｢あらゆ

る当.Jiに通じた心のシェイクスピア｣というほどの意味であろう｡ロンドン

で初めて 『ハムレット』を観劇したある老恥入が､｢シェイクスピアの作

tLI吊ま､私のよく知る諺や名LL;･YTi引まかりで成り立っているのね｣と感嘆

したという逸誹を想起してしまうのである()

シェイクスビアの悲劇 『ハムし､ソト』(第2持､第2場)で､ボローニア

スの合.i-■･JJEこ､仙 来簡潔は軌上･:0-)真髄J(:_糾l勲.訳)という0)が出てくる｡

本来ことわざは11/武鑑芸であるから､いつ0)lLH亡に成立したもU)か特定

できないものが多いL,F簡潔は?;I..'恵の測地Ju)ように､初めて 文献にU)っ

た帖代から起算して推測するよりほかはないU)であるL,したがって.夏TL!は､

シェ1クスピアが作ったものではないが､彼がtLl二に広めた諺である､とい

うことができようL,

｢娘;語の諺 ･格言･缶句集｣の中で､シェイクスピアの数o)多さは歴然

としている｡これはシェイクスピアがIFJ'束の諺や格言を好んでいたため､

また彼自身が名句をつくることを楽しみにしていたためでもあるOもうひ

とつシェイクスピアがイギリスの詩_J＼†1--:家の中で他にぬきんでているの

は､誰よりも頻繁に聖君U)言葉をf･いっていることであるO型-i-I:-･Lが金言のお

おきなみなもとであることは､誹も否定するものではないが､シェイクス

ビアはIT.I.!吉の中の言葉を､=家葉純中のものとして馴染みきっていて､ほ
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とんどそれとわからないような形で作tl,lTlのなかに導入しているのであるL,

シェイクスピアは‖分を ｢取るに足りないものにバッと.飛びつく井｣と称

していたといわれているが､彼はFt拍ミのころから､森羅ル象の糊象に什奇

心が溢れるtll-i;I.''::Lを注いでいたO

･脆きH･よ､お前のYlは女 (FrこIilty.thyll(ll~1..1(.､isⅥ･,omI:111!)o

l:.(ソ＼ムレットの筒 弓吐けlにあるイJLLrIな旬.州棄観念o)ないl:):親のfi動

を比て､怒りを通りこして嫌悪感すら感じている 1:j･は､やiう場のない節

桃を吐露しているO女什である付親が脆いものであるがゆえに､女性 一般

が脆い､といっているのだ (Il(,Ink,(.I.1'I'.)O

･党†lt車力ヾすべて (Th(チreadinessis;111.)O

シェイクスピア ･▲流の簡潔な言葉であるOハムレットは､レア-ティー

ズから剣術の試合を申し込ま才lるOお気が進まぬなら､おやめになって

ちるにも特別な神の摂理がある｣(Thereisspecialpro†-idenceinthe

fall()fasparrow.)といい､r覚悟が肝心｣である､と答える場面である

(Il'･lmlp{.1∴1'1'.)O

･あとは沈黙 (TherestissilellCe.)L.

f】■rJなハム レットの臨終の言葉L,ハムレットトj'･は､短い ･′i--_の最後

に､ ･言そういってLli切れるのである (IIItmJpl.l･-.r.]'I'.)O

･.11･;_･ -:隼 ･::･●至.:ーJ:~ I::∴.:･＼.いthilLさこ＼＼llHtH!･- ilミい∴J".

･g-齢のリヤ I:.は､ :_人の娘たちに I:_LlくIを ･-_/JIして､ItミI譲8')をしようとす

るCゴネりルとり-ガンという L･.L_人の娘は､ 美辞鹿i'Jをもって父親を宮トモ

美するO人娘のコ-デ 1,I)-アは､ I:.U)お宅いこ入りだOが､｢肝 卜､何も.j

･‥＼､.守一t ;.･ ･-∴ -こ･､…:､∴ ･.',I,.:‥ ､･ tl.i.:.∴ ! r

もないところから(‖JもEIJ.てこないぞL,言い直しなさいJ(都連)pl.訳)と来

娘にせ まるD彼女の虚飾をそぎ落 した簡潔さは､ 1万)衝撃の 大きさを物

I.I'.)o

･党悟が肝要だ (Ripen(,ssisall.)O

リア 1:_とコ-デ ィT)-アの連合里がl桐 1､ 二人が捕 らわれの身となった

ことを知ったグロスター侶 (式部長'ILi:)は､荒野のその場でのたjl死にし

たいものだ､というL,捕 (･エ ドガ-は､｢覚悟をもって､時が熟すのを待
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B.フランクリンのことわさについて

米いミIの建II射時代のベンジャミン･7ランクリン (Benjこ1minFrこlnklin.

:17O619O)は､多彩な人 (111こ1ny-Sil~lpdmこIn)であり､『托しいリチャー

ドの雌』(I'()()TIII'(､ht･ITtI'L<;llm(7n<7Llk)を域したoり'lLL持)アメりカはI,I._3

業IITJL､の社会であil)､種播きや収縄の時季､HU)満ち欠け､潮の満ち弓r

き､病'XiU)r-･二(.'fて､人′卜の教.洲といったような､′‖'.f;･fこ必要なIl用iをたっ

ぶip)と購った桝は､バイブルと.肘二塚に 一冊は備えられていたOフラン

ク1)ンは､fiLいリチャードという架空の人物を作って､その人が作った

麿ということにしたOリチャードはヤンキーの雛型のような人物で､たい

へん現実的で､抜けt_7カミないOしかしどこか人がよくて､ユーモラスで､

'∴∴ ト.I.-:-∴二軍.Li.;･L/. :巧い/.日'J'I,..I.I/∴上m.:､I,J:,.;.:it.･''.:;･/i.;∴･こl:いざ
だんに盛った暦で､特に評判になったのは格言であった｡以下いくつかの

有FJな例文を挙げておきたいo

･時は金なさ~)(Timeismoney.)O

熊代彦太郎編 『僅諺酢典補遺』では､時間の貴きをt-1う例として､蘇東

城の詩から､ト一刻千金｣を引用している｡｢西洋の諺に時は金なりtillle

ismoneyとあるを取れるならん｣とあるOト一寸の光陰軽んずべから

ず｣l司様に､日本では精神論的に受け取られがちである｡

･/辛:冒-･J:.,､∴.古･:I:I:･'j: ･t.日日Il恒､Il王…!lh:!t!Ir､li‖l…てi‥-卜.･､.

(.i.0(Ih(ナlpthosewhohtさlpth(さnJISelヽJでS.の例文のhelI:)に ''sl'が付い

∴t･::'.t･∴:､:(I.1･:lr...･卜lril;'j-I.･:I,:iLZ･!1.iL t'･.′:I.こ●≡-.V.:(.I;:十･!…･'し'

習ったO

フランクリンは､''S'-を付けて､人は勤勉JJ行すれば､必ず神が助けて

･:-;'､､∴･~}l:J.1､一･l::I. ､. 卜･∴し3-.i.･､j

伝親驚作の和歌に､｢tl1日lありと)よう心の仇桜夜半に嵐の吹かむものか

は｣があるOある~打名英語雑誌の鮎tii-長が､｢Jtillい立ったがL!,:I-l｣(Thpr(チ

isnotim(チlikethepresent.)といって､飲み会に出かける部卜に､小

遣いを渡す場面を筆音はI-~f撃したことがあるO

･魚と来客は3F､~二Iも経つと匂を碓す (Fishalldvisitorssmellin

threedays主

お盆には､可愛い孫たちが実家に11川糾)してくるO初日は大歓迎する

が､3rlも経つと､｢孫は来て良し､f3-･って良し｣(越後の諺)となるLl類

例に､｢客とtlI鷺は立ったが兄が｣があるO
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･勤勉は幸運の付なi)(r)ilig(111eeisthe.h･･tothぐrOf(iooぐトluck.)し､

スイフトの 『ガりバー旅fJ-･.i-己』(1726)に､Neeessit)･･･ismotherof

i11ヽ-(_lotion.があるから､7ランクリンはこれを応川したか｡

日本固有の ことわ さ
は'.11･､こ､ 二_ー/-,
･川三詔にIEl')＼なLL,

｢iII;歌に帥匠なし｣といふに倣うて､山荘が叫IjuLtrILたるが､遂にlillS,と

なりしなりO俳ilJを詠ずるには､別に師を以て得べからずLl要は堆lIl'旬を

よみて､l吊.'j=するに在i~)とU)意 (熊代彦太郎鋸 FnTl,iLi喜郎ULL』参照)｡また

『詠歌大総』には､｢和歌に帥ll了ミなし､ただtllL歌を以て帥となすJとある｡

･ 一冨 1.-､ 二鷹､ :.JlilAl-L,

熊代彦人郎編 『f!lT:.清新典』には､｢ilf一夢の次第をいふL, 一説に､駿河の

LlミIの名物をいふといへりO ･冨 1∴ '.鷹､__":.JiEJ-J㌦ t!qF,ふ l亡多波姑､六座

頭｣とあるL,

牛封こ新年の初夢について､夢にみると縁起がよいとされるものの順香l,

静ILYJ･J県中部にあたる駿河のYJ物をあげたものLl江J.11別にの浮世絵にたくさ
1抄普ふだ

ん比られ､絵の題は､｢初夢｣｢夢比｣となっているoHJJ治時代の弓I札は､

商古',0)広告や克.tt..し披露を扱った札で､初夢のLtxI柄は弓Ii-Lの定番であっ

た､という｡.弓ItJLは､今11の'l■;_fL川jU)チラシにあたるL,

冊拍lてよし遜りてもよし'.･こi,'I_･U)Lllもと0)姿はかわらざりけり｣という

IJl岡欽舟のr1̂拝があるこ､

鷹狩りは､杉Ih.J-Jl:lIl'用:『古典堀臣【= こよれば､､l'JLl!i優れた'Jti廷kLH肘)(･_

地であるt'I~清からもたらされたt､鷹を川いて､.酎狐などU)′トさき掩物を捕

える猟法であるL,鷹狩りは粟埴なスポーツで､1'LL安LLHtから特にLIIiL族に好

まれた､､『lJt,響,t物語,nl0)初f封ま､初冠してとあるから､成人Jlこをすませた

ばかりU)17歳ぐらいのr一二さのt=JいたつようなI■J:･年が僅場する､､このFLi'･11-三

は右腕に篭.勘こも皮rl'rIをまいて､そこに精付な面構えO-)鷹をL卜まらせ､l'l

身は鵠 卜豊かな.LIJ.で立ちであるO｢野をわたる凪､蟻0)いななき､吉隼U)
&=

汗､野をとよもす勢 (-のJ.･i-L,それらが他党や皮膚感党として､廿†畑二つた

わ-:)てくる初投である｣と杉‖Jltは論述している｡
氏

茄 {は駿河のrT産であるとl■1lII!]J:(こ ｢ナスは物Ljiを成す｣の縁起をかつぐ

のであろう｡毎年､農家の畑に茄 (･のiEが咲く頃になると､｢組の意見と
なすぴ むだ
茄 (-の化は T･E二 つ も徒がない｣と机I:i:が言っていたのを想いだすt､

また曾津八朔拍;の伸 二 ＼ぬか味噌の茄 J′甥壬に今朝の秋)がある｡色射や
すずけ

かに染まっているぬか昧‖-.lL.,,の茄 上 涼[*いつ と漬け I･.がりの茄 (-の色がよ
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く な る と い う L. あ あ 今 t-1は も う 立 秋 な のだ な O こ0)i･)のi:_題は､立秋を迎

え た 婿 し さ を 詠 ん で い る O こ と のほ か 鮮 や か な 紫 色 U)卜仝ナスや水ナスの

浅 漬 け は ､ 立 秋 (8 H 引 f) の朝 の食 中 に 出 さ れ る と 絶 lLII))であるL,

･夜 Il遠 FI等 の内 O

夜 の薄 JT汀が F)､ 遠 く か ら み た 時 ､ そ し て 常 等 を か ぶ っ て い て いる時など

る 比 Jjも あ る O

普 及 し た L,

H lを と め よ 栴 か な が め ん 夜 卜1遠 H J (『t 吹 阜 』 )

-)､＼=FJ:･IF･･'lT:信 亘 く= 上 し /'J ､さ ･･}申 一/ /.: / ::.L'. こ:f書 ･ '叫 ･ililj､ '

･烏 な き ll=1-_U〕偏 dJJL.iL,

優 れ た も のが い な い と こ ろ で ､ つ ま ら な (-)苗 が 幅 を 利 か せ る こ と のた

と え o i._t二戸 時 代 人 期 の俳 謂 帥 ･ 小 林 ･茶 の旬 に ､ ｢軸組 iや 鳥 な き _型 の飯 時

分 ｣ が あ る Ll 言 う ま で も な く ｢鳥 な き Hl･.の煽 蛎 ｣ と い う 諺 を 踏 ま え た 妬 詠

で あ る O 詩 的 な 表 現 形 式 を と っ て い る 諺 は ､ 江 r-i時 代 の俳 詔 師 に と っ て ､

俳 句 の素 材 と し て も 注 [:-_lさ 才lた o
ゆ ず

･桃 栗 3隼 棉 郎 l:･､ 柚 子 の人 蟻 此 13年 O

こ れ は そ れ ぞ れ のLR 采 のな る ま で の年 数 を い っ た も の｡ _iiiに 'Lユ ズ 1:i

年 '◆ で は Fi.t汀 t.が 悪 い O な に を ぐ ず ぐ ず し て い る 0)か ､ こ の間 抜 け め ､ と い

う 心 を こ め て ､ ‥ユ ズ の大 蟻 此 13年 ●■ と や る ｡ 軽 快 で あ り ､ ユ ー モ ラ ス で

あ il､ こ と わ ざ の面 仁は を 支 え て い る O ま た ､ ｢桃 栗 3年 柿 8叶 ､ 梅 は 恨 い

と て 1:川 ミ｣ (熊 代 彦 人 郎 触 押 Il=.=i'T3酢 典 』) も あ る L, 園 芸 学 の知h晶 も こ う い っ

た 形 式 で 衣 現 す る と 党 え や す く 忘 れ ら れ な い ｡ 越 後 に は ､ ｢梨 の蟻 鹿 め が
バ カ

l叫 ---Aj と い う 請 が あ る t, 申 IE't,Jに 莫 迦 が 入 っ た 諺 に ､ ｢桜 切 る バ カ ､ 梅 切 ら

ぬ バ カ ｣ が あ る ｡

越 後 固 有 の諺 .

･粗 を 脱 む と 鯉 に な る ぞ (鴇 を 呪 む と 鯉 の日 に な る )O

IL:Li親 を 脱 む ｣ か ら 始 め よ う L, 往 川 敏 朗 推 『良 竃 の′I:.iJi壬と 逸 話 』 か ら の･l川 J

で あ る が ､ 幼 い 頃 の甘 庄 す な わ ち 栄 蔵 は 叱 ら れ る と ､ 卜 11で 人 の顔 を じ っ

と 妃 る 癖 が あ っ た L, あ る Fl遅 く 起 き て 父 親 に 叱 ら れ ､ い つ も のよ う に 卜

l_】で じ っ と 比 た ｡ Il頃 気 に し て い た 父 親 は ､ ｢親 を 脱 む と 鯉 に な る ぞ ｣ と

い っ た O 栄 蔵 の姿 は 家 か ら 見 え な く な っ た L, Lfカi持 れ て も 帰 ら な い ので 宜
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族は心配し､心当たiつを探したが比つからない｡もしかしたら軸J.lTI:ではあ

りしゃがみ込んで海を比つめていた｡ホッとしたけ粗が､栄蔵に ｢こんな

ところでlL･Jをしているのだね｣とlhLをかけると栄蔵は､｢おれはまだ鯨に

なっていないかえ｣と言った｡

'4'iL/.三晋長の ｢良竃の ･牛】には､越後(守里として ｢鯨かわいや1争Ilに

Ll鼻､純をにらんだそのばちだ｣というのが.;一己されている.､_■'l時そのよう

なl畦はミ､lLIJT霊崎地JJ-にも歌われていたものであろうかO

に反抗すると.｣と同義であF')､r鱗になる｣は､｢次のttf二に鯉に[-I-:_まれる｣

ということである｡凸庶FT'1卜U)宣JI'-lfJlJの旬に､｢親にらむ1='-･E=-:)を踏んで

汐 r-･かな｣があるO

そして､たとえどんな親でも敬えといい､親のすることはたとえ間違っ

な

ていても､j'･はそれに従うのが親孝行なのである｡｢打つも撫でるも親の
は脅

忠.｣や ｢馬鹿な親でも粗は粗.｣｢組物に狂わは-rは噺すべし｣などがあ

るO｢(･を持って知る親の恩｣(H(ナthEllhasnochil(lrくさIlkIIOWSnot

whこIt~loveis.)は､いかにもIl本的な請といえようが､某.i.liにも同じよ

うなものがあるO親とJj夜はいつ托てもよいものであるoIJ-rTな川柳 『.誹

風脚阜留』に､｢孝行のしたい時分に親はなし...iがあるが､親o)あを)がた

さや親の恩に関する.乙射ま､II本には非常に冬いが､英語にはJF･'･'.;iT','に少な

く､聖.暮‡の廟こF,1-･如Fl日比る柑度であるo

｢神をあがめ両親を敬え｣(ⅠIonortheg()(lsreヽ-ビrenCeI)こIrelltS.)は

そ0)一例であるO

･*'Lriのまれ才1ば越後からでも餅つきに｡
つ番

人†I-HこJEj-い越後人を言った請こ､｢植めば†言州からでも米狛こも来る.1(樵

代彦太郎編 『裡讃酢典』)もある(,

･新羅吊こては杉とリ1はたたぬO

新潟､l''･野ro)砂J7-_地帯には松が多く杉はあまり見かけない｡Ijlの意気地な

さをそれに掛けていったもの〔｡熊代茂人郎編 『ftl!.諺齢Ij畦』では､｢+折損に

ては杉育たず丈女の勢))の甚だしき地故､男はたたぬとなり..｣とあるO
.∴-:㌔

･越後如ニトJllEj上

気なEr)との義｣と解説しているLl
I:il

･新潟は八l-I-/し後家O

熊代彦太郎鮎 『nTl.流離典』では､卜新潟は廉恥冬Lとの義Jとある｡こ
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てはまるか否か､詳らかではないo
Lf､う､いぬ
･赤木が弧を追う｡

熊代彦太郎鮎 『帆護離Rl補迫』に､｢新測地Jjにて言う諺なりC,彼是優

劣のなきこと､W･=産同じ類にてLXI別なしとの義ならむ､赤木のt色は狐の

七色に似たるも0)なi.),追ふも0)､追わるるのもと相似たりと0)意.｣とあ

るO

･柿が′ホうなれや､医斤がFIi-･うなる (川卜腎.i.:編 『件渡pl!.讃fhl』増補参

考､S.6)0

柿はビタミンなど栄養豊富な果物で､｢柿喰すれば風邪ひかず｣と言わ

れたO柿の実の赤色と医者の顔色の対比が妙であるO
むヽろづく あを たとへてブくし ぴわ

｢蜜柑の皮が色付と薮医の顔が青なる｣(『撃喰尽』)や､｢枇杷が黄色くな
せ

ると医者が忙はしくなる｣もあるが､初夏のころは病人が多くなる由0

･腐れ柿がずくし柿を笑うO

-)i三二.一∴.附亘.土工･.;-'L･一工.:二訂上∴′Tr,こi･_ il:∴'′工;:工I.甘上 .ち;](._.∫･1 I)
つかない愚か者の意にもなる｡｢熟み瓜が熟み輔を笑う｣とも｡*ずくし-

熟した意｡l司類のものに､｢眼糞鼻糞を笑う｣｢猿の尻笑い｣らがある｡

･雁の中にドーまじを)o
J′こ

ひときわF~1立つ存在という意O軌諺に､｢雑喉のトト交り｣があるO
と潜

･企北山の種蒔き猿｡

佐渡の諺.梢雪がようやく溶けて､与丁.'･llJ糊われそ0)形が猿に似たるにい

うO同類の諺に､｢駒形両の川烏と柿蒔き｣があるO

また川Ⅰ】孫治郎許 『Lrl然歴』(ElyTi判iJ,Ji)には､｢4:製の花咲きゃ栗を蒔

､■こ'･:-1t
･言わば語らば浄瑠璃､t'J-l衷o

古浄瑠璃人形芝IL!:･の説教節や二丈弥節など､IJ.I渡で盛んであった語りもの

をひきあいに出した諺で､つらさ悲しさを感じ､切ないときに言う (佐

渡､IIt摘!)O

･ITつも舞うも 一人でする.

遠流の地としても歴史を持つ佐渡には､t耶可弥をはじめ､政争に敗れた

多くの貴族や文化人が配流されたJ能楽の盛んなf吊度らしい諺O*fTつ-

太鼓や鼓などを打つことO

･佐渡にないものは狐と盗人o
むi;な

能汀言 『佐渡狐』にあるように､lIt-:渡では清が幅を利かせて､狐を島か
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ら追いlLtiしたO

･lJ.-A_il餌)付き合い倒れL,

TJT-Ii度では､交際鷺でfミ之になる意(,｢京の1Y撒けl､大阪の食い 倒 三け ｣ な

どとIL服r持),疏
はも電 くじ
･羽茂太郎久地次郎｡

Ill:∴･∴ ･::､一､_,･L味 .･一-.:･:十_.1:I:'.l',:!一J.JL3も:-･ミ-!了･ L.i I.･
二こし

る (『高志路』ニi():う号 (ド.I())参照)a

･(左渡は ･度行かぬ蟻鹿､ A.度行く局地｡

承/̂の札によって､流さ汀人となった川蝉む卜E;!･.などの麿七や文 化 ､ 江 J'-

時代の金銀IIJの発桝跡､それに由岸線がきわめて美しいので､ ･'t･-.に ･度

は旅するべきであろうというほどの意L,｢･度比ぬ蟻鹿､ 二度見る 馬 鹿 ｣

のもじlE)かO

･ふんどLに棒つきのいる佐渡のLIJ｡

仏三渡の金J_l_Jでは､揮 ･つの鉱夫にも6J.1棒を突いた監視役人がt-1たO ｢も

しゃもしゃともしゃもしゃと｣(『誹風柳多犀!』)O
もすんし

･佐渡のLll検(更の前でぶらつかせO

金鉱の和服を防ぐための厳重な監視を､滑稽に誇張したうがち O ｢あ き

らかな-Jiあきらかなt勘 (『誹風柳多官1』)0

･強いもU)マ､ソカーサーに寸ッカサ-0

戦後LI本をIE浦互した連合'･ff_総‖▲J令'[-･:マッカーサーJt帥のrJl絹が入って い

るから､人､円羊戦判妾に､越後で′卜まれたことわざであろう(卜越地Jj の 謝 ｡

･南無 :/i<･:i,(聖徳太(一卜L条憲法 (∴)参照)

(1)仏･法･相律):_'日こ呼び掛け､仏0)救いを求めるときにLlltTlえ る .紘

(2)駕いたとき､失敗したときなどに発する.iLlio

ブ､ソボウリウは､いわゆる姿のブッポウ､ノウであり､越後の方 言 で は ､

"サンボウ●I､一一モンツキドり1.などと呼ばれている｡.飛んだ時 に ILIJJ一 翼 に

LrIく紋付U)模様がみえるL,これは諺ではないが､越後o)人/Jが ｢ :.' i;I..i

(仏･法･僧)として､弘押法印0)時代から､この野鳥を人Ljfにし て き た L･､

題弘腎法印像

常雄彪藤楕夜雨

欄杉袈裟化暁朋

誰知此老真L前日l

面図松風~丁･lil~伝

良電 (弘腎法印の像を比て詩を作 る )

こ1∴..∴
狐城たる烏藤は夜雨に朽ち
らん登ん ぎょうえん
欄杉と袈裟は暁朋に化す
.+lil
誰か知らん此の･との真【如l~】
がと
画図の松風 千l-lfに伝う
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木のU~いこ観が流れるような黒くlIJ-びた帖ま､夜ごとのl輔こ打た才lて朽ち

ul･て､甲_衣の衣も製裟も朝もやにぬれて満切れをおこしているOこのよう

な法印の真の精神は､証が理解できようかOただ法印が詠んだ辞III_-a)歌､

号トを絵に描きし松風のltl'i._H=よって､T隼U)人まで伝えられるであろうL,

弘留法印は下総の人O緋氾県寺泊野梢で ‥プ､ソホウリヴ●(:.汰)の鳴

L†･∴
して､野f如)西′LMこ安閏されているO弘打法印の辞ttf_-に､｢ンL.I-D函)1:_は

誰ぞと人ド朋)ぽ!琶絵に描きし松風のt!'IL-｣があるL,良慢詩は､酒fiO)′lL._i.I;･を

送を.)､衆′卜の罪を負って即身成仏した弘轡法印の徳を賞讃したもU)であ

るO越後では法印像が木版刷で配lTJJされている (西郡久往昔 『北越偉人沙

門良竃仝伝』参照)0

い引 ま歌留多

｢いろは歌留多｣は､｢ことわざ撰渠｣のようなものであるL,人rlに胎乾

し､浸透していくためには､諺の朋 /-0)よさが大切で､ほとんどあら(･J)る

請.I,I,カミ活用されているO字数だけでなく､数字のおもしろさを出した諺も

あるL,

次に､｢いろは歌留多｣の ｢い｣を例にとってみよう｡

い ｢卜方式｣ll-の 卜にも :.午 (7--1)

い ｢証J7一式｣犬も.射すば棒に当たる (7-5)

語,L･'.a)よさがなくては､庶比の頭のLfIに人i)にくいL,頭の中で､いつま

でも忘れないためには､朋十のよさはきわめてtTT.:要な要素であるoll本語

のリズムは､ことわざo)lf7にも脈/Jとして′I:_き続けているO.Ii;き言葉で

は､7-5調､5-7調のものばかり重用してきたIr本人であるが､ことわ

ざの中に奏でられるさまざまな′酎ヒのあるリズムの中にこそ､If-lLJトの人/,I

の知恵がひそんでいるのではあるまいかOそれを 卜IIJ二誹なものとして､某

迦にしてきた知識人は､本望V'fEこ賢人であったであろうかO

｢いろは歌留多｣によって､請はL(衆の生活感情のなかに溶け込み､)ぶ

想の底に潜み込んでいき､今Ilまで､比衆のLJ常o)押恵や.illlえとなって､

いきいきと伝わって来たものであるとJ出えるのであるOその ｢いろは歌留

冬｣は､はじめ京におこって畿内から閃火へ伝わり､徐/JEこ仝l舶こ広がっ

ていったものであるO仝l~~~i-;=こ伝播していくうちに､地Jj的な変化がおき

式上 ｢中京式｣があるが､f射1三においては､｢汗~j~~て式｣が 周kLl'l引こ行われて
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いるようである｡;;f
京は公'衣の町､大阪は町人の町､そ才̀lぞれにf!i;t味があるO江F.~fの文化は

もの蓬し
武家の存lt;_を外しては考えられないori-りじ物1.1で.汁っては狂いが出る(パ l:
戸は武家をLfJJLに競い立つ断的寄合いの町であるL.武L家集川に付随して､

多くの人間が誹l_車Iから雲災して､武蔵野にでき 卜がった新しい町だo L蔦

r.商人i･〕交って†1:.きる､いわばごった煮のような町が､伝統を創り､独特

0)柑味が出てくるまでには､長い年目を要したo

今LL･Iはあえて､｢越後式.Jと呼んでもよいかもしれないが､禅僧良竃の

/Lj.T;･や詩歌のなかから､｢■良電さんいろは歌留多｣を鮎んでみたO解良栄

メ;i:成後に､小川文夫nL:r良篭かるた｣があることを良電研究′衣のIt!-.野淳雄
氏からご教示をfL.主た)

｢良電さんいろは歌留多｣

ろ 老朽夢見め易し
は 花l蔓日時蝶来蝶来時fE問
に 濁るttI二を澄めともいわず往川の水
は ほろl酔いの足元醇し在o)帆
へ 平 ′l:_a)身 t､封こほ しや 風 lt･T.[-.が り

と .iJJ'う 人 も な き LlJl暮Jlの 庵 に H:.んで独りIjを眺める

ち I-Rる桜減る桜も散る桜

i'.) 良や魁のごとく道うたた魔し
ぬすぴと
ぬ 盗人にとり残されし窓のIJ

る 留守の1~-)-に独ilH林しき散り松葉
;I_∴ J.iT∴･

を 親を脱むと鯉になるぞ

わ lh;-カ用Itは11■のfi三に菰すだれ

か 形比とて 何城すらむ 在は花
杏藩3

よ 欲無ければ -L'JJ足り求むるIJ守lばJJ■LJi窮まる

た 焚くほどは帆がもてくる落葉かな!.･･,･LJJ･:fい
れ 憐IE迷抑淀柁渓

そ 僧111は清往を‖Jとする

つ Hよみの光を持ちて帰(,)ませ

L/iこrp､81:I
な 鍋蓋に心JJ輪

(lTJ過寺の家風)

(以南)

(国lLJJの印llJO)(枯)

(以南)

(J〔合庵)

(辞叩二0)歌)

(杵IrJ-(-実像)
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京

･-,̂る
艦棲又艦裡 艦掩是′I･-_派

村の子供と良''fE様はH暮れ忘れてかく才~lんば (ンL;･圭甚i･])

雲水修行 (行雲流水)

いざさらば辞さを忘れ盆踊り

のっぽV)と帥心も知らず弥彦tlJ

｢おかの成語｣は家庭Ilj満の秘訣

くるに似て かへるに似たりおきつ波 (貞心帖)

lhElI._は 虫liO)声 と な り に け り

真 相 71ほ ろ り ほ ろ り と 芥 (･の花

敬 卜憐 卜 (成 語 )

風鈴や竹を去ること二tJL)I-1

こ0)111･.にT･一建つきつつ(-†!t･ちと遊ぶ春日は常才lずともよし

えにしあらばまたも住みなん森の卜庵
し.L!.こL-

索/JたりIi合庵

~I~=ぎ来ませいが栗落ちし道よけて

悠然と草の枕に秋の庵

面壁九年は達磨大師

水の面にあや織i)みだる春の雨
のもう とうとう

′1--.i7_E身を_立つるに働く騰/Jとして人LR.にfT:す

縁の下の筒
こし.5､.)1
---･∴~二いろは
も.+llI;
紅葉葉の錦の秋や厨衣

もんと もりもの
挿掃除､辰言料理､門徒花､盛物法華

須磨寺の昔を問えば山桜

京の道J亡､越後の良篭

(逸話)

おわりに

｢簡潔こそ知恵の精髄｣(BrP＼,itvisthesoulofwit.)とは､シェイク

スピアの言葉であるO『旧約聖膏』の ｢哉言~｣(Proヽ,prt)S)には､ソロモ

ントの知恵と訓戒の言葉が鍾められている｡

･:.".･L..･i."'･､･:卜･il:∴一:."i=領:;､ ,!､.i:∴.∴､ .. .t･Jl∴.! 一

には､人生経験や1日二問神などを踏まえた教訓や風刺の意味を合む簡潔で､

什会常識を示すもU)が飢 1L,諺はその川のi亡衆から牛まれた､ということ
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が重要なファクターである｡

米E､i~iJU)吐Ll;A_Iの父祖のひとりである､1う.フランクT)ンの請である 川封ま余

なり｣(TilllPismoney.)などは､最少隈の言葉で､甘美を的確に言い

当てているoLI.IJ':a)持つ神秘性は失われたかも知れないが､この時代の合flI!

i:.義と貸本i:.義が比-j-iに合体した長現であるO

こ0)たび､『ことわざにFliIく一一一一-一そ の魅JJと成JJ-一一』のt-1本ことわざ文化

学会長 ･森 洋 (･氏の -▲まえがぎ'｢始めよければ終りよし｣(All-ドW(lil
しやおう り∈ザん

Ih.･ltL､n(iswell.)を読んで圧倒されるはいがあったO(沙翁は深く裡諺を

愛し､無数の諺をlIllIIIに応川した‥111'TIrL-//Th(,7lEndsll'(,IJO)みなら
をず

ず､lW(lE･).<urPft)rjV(.､:I.<urt-.(｢しっぺがえし｣)のごとき侶由U)n!諺を外
.I:pい
題に代えた｡)

を迎えた｡その会川ま､ltq内外の研究斤･教育省まもとよt)､日日板人､公

務冒､会幸_l二t1-=1､講座の講師､医帥 ･桁馴巾､僧侶､洋楽'束､ 1:.姉､人学院

′卜､学-′トなどから成り､問11の広い ｢ことわざの広場jを構えて､職業や

llJ.･代をド朋)ず ｢1七衆o)l]]恵の ì;:1Lti.Jを学ぼうとする大衆に問か才lた学会な

のであるo
二､t:い､†､

h言己の.It･'物の内容は､Ⅰ部 ｢芝I.T.r･は ･llト･時)のlt7-Jl;'':I.Il'J-ことわざと

.:.､;～;.I､l:■ fl∴.:･''(_~~._･:l言 .t＼::'. ::.･:lrLJ'工 ;二､;,､､ 告l･J･･一

とわざ｣､＼用;｢所かわれど諺.射 )らず-ことわざと比較文化｣､VI部 圧才

から出た 『ことわざ』-･-1-･仲川･:ことわざ｣の6部からなり､裾鮎二は､2--:i

の章立てのある構成となっているO文学､It校文化J'iI:.図像学､教fJIL'l;･':､

洋楽学､宗教学､社,Lt学､心PI!J芋､Tl=川l二風創作,拷,などを取り扱った､h鞘三

ならず､LJミJ際諺学会にも大きな貢献をするものであると確信するL,

L鵬目すべきは､＼'部11章の ｢ビーテ)L･ブリューゲルのくネ-デル

ラント0)諺>とlll-い日本の,言動LIJi-卜射象比較試論_｣(森 洋 √･)であるOブ

リューゲルの ｢悪魔をクッションの 卜で縛る女｣と､汗I,■来期の詔.i出こ冨

う｡

前者は､豪気な i:_姉の恐ろしさを乱潤した諺だoキリスト教IIl二相で､

もっとも恐れられている存在の悪魔が､腕っ節の強そうで､顎のでぼっ

た､意地悪な i:.恥に押さえ込まれているO彼は顔を真っ′眉こしながら､無

抵抗の状態で､/Xtの強い女房に降参した亭主のようでもあるO
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後井は､｢肩や胸を露出 し､だらしない格好の 友が 夫の (-_に蟻乗りをし

て､ -jjの tで 左の頭を押さえ､もう -Jjの ~トで煙管をもち､悠然とタバ

コを吸っているL, 左は左 T･の肘を箱枕の [･.に載せ､その T･で煙 r':･二盆をも

ち､妻の喫煙の性をはかっているtlそれだけでなく両iLの EL_に器川に煙 草

串̂TJLを職せ､妻の命じるJj向に箱を移動させるL,掛 こ什える､お人好 しの 左

に対し､彼女は 『のろまやろう』 という･煙.文'j･:を吐いている上 (I)1).27l-

72)

石過 してならないCf)lま､ブリューゲルの描 く悪魔は､I,-1膚!!L.Liきまでにll

榔され､情けない長情であるが､it:_斎の描 くJL.L!:i:_の長一r出ま､やにさがって

いて､このような状況を楽 しんでいるようだ｡なにやらにやけた亭 i:.の様

(･か らして､一一無気は損気C急がば廻れ1.と､ これか ら紅灯の巷に繰 i.=出

す好機を伺う､ トL､も比え隠才lするO夫婦は ｢合わせもの離れもの｣(All

thingsfltnotallpersons.)というが､彼のその表情からして､かかあ

天 卜の亭 i---_(hellpeCkedhust)こInd)の面rl躍然たるものがある｡

森氏によ才吊ま､ブりユーゲ)Lの作品では､図像長現によっていかに道徳

教訓的な メッセージで民衆を教化するのが眼目であるのに対して､江r~ftl喜

代の諺画はどこかユーモラスであり､比るものを楽 しませ､強烈な教訓を

避けている､と結論づけているO庶L亡の知1恵である諺は､それぞれの[舶)

社会や民族に回11-な面を映 し出しつつも､こU)ように符号するのは､人間

に11,--通する侶副I'.)な心理があるかであろう､と,Li!,わ才lるL,

諺の比較考察はJILiからあったL,しかしブリューゲルのく盲人0)出.ill,->と

歌川豊IIミ1の く座頭0) つ 橋>∴ブリューゲルのく蛤のJJLldを掴む >と広渡

['l 工 一.i･● i1-∴ : :･-∴ /H_:.:.･･1. I..:I.･ :･rj !. :卜

のF伸二縛縛を撒く>と歌川回 )i:a-)<猫に′J､判 > ~そ してブリユーゲJLのく

.畑こ吊､1マントをTi.･せる>と河鍋往斎U)くJ-,-!:1:_a)軸へ泥をぬる>など囲 .xl

像11･現による比較 文化の T･･法は､わがIlミIでは勿論､外国においても初めて

の試み､といえるであろう｡

その他､こ_!章 ｢ことわざからみた 『論詔侶 (穴‖義手)､5章 ｢~ことわざ

概念と隣接'JJ野とのL八二分を巡って._】(El封IhLlf瑞i)､7章 ｢仏教ことわざの解

釈法｣(略崎裕彦)､IO章 ｢絵メi'(1にみる庶ittの教育観J(伊藤/̂恵工 Li章

｢-か らだことわざ｣(LIJL｣政信)等 /,Jの独特の切りr10)論牧は.それぞれ

興Fl対策く熟読し､陣益するとろが人であったO

また本吾は､ことわざから戊辰戦'frを考察 したり､禅の讃､讃教育と f･

供､川J治時代の諺､そ して創作ことわざまで､さながら諦o)JjTll.I:-鏡をのぞ

くようで､諺のもつ魅ノ](i:hこ1rlll)や成 ノJ(i)0Ⅵ,(汁)に魅 J′された｡ ･
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般読芹も諺の甘美をL味わえるのはあC:)がたいし､これを学校教育にも活用

して欲しいと思う｡

.釦まその時†しの代衆から牛まれ 時代と代に消え11･るものもあるL,時U)

人の身分や職業はさまざまで､いろいろな人/10)繋がりでIl川りは成i)立っ
如健t3よ

ている､という意味だL,ところが､ム立返0)麿Lj:といわれる苦:い女性たちの

戦IlildL-t将ブ-ムもあって､‥マゲメソ､が人'XiとなF)､廃才lるどころか､

こ0)ふ引ましたたかにFI--_き続けるかもしれない､とJLi!,つているL,だからこそ

請は面ErIいO

｢赤信号みんなで渡ればこわくないljは､いわいる仁ミ続的な讃ではない

}:..一･f:,.I"'工､L.:-.1111･E:/:l'･､!･iL十rJ･.:.LLil∴'.)封Llヾ､ノ･T･t'Ll､∴/.l 'JF

数のうちのひとりであるほうが､少数のひとV)であるより安全だ｣という

'義持をおかしく表現したL,忙欄勺や㌢書の ｢蔵言｣にも､Thereissafetyin

llumbers.があるL,

(｢おわりに｣の部分は､参考文献 (19)に記した､吾評 『ことわざに聞

く-その魅JJと戚jJ-』の拙稿に加筆したものであるo)
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